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序 文 

 

 香川大学危機管理研究センターでは、平成２０年４月の開設以来、各年度末に「危機管理シン

ポジウム」を開催し、地域の皆さんと一緒に防災・減災・危機管理に関して意見交換させて頂く

場を設けて参りました。シンポジウムでは、その年に実施した事業報告を行うと共に、最新の防

災・危機管理に関する話題をテーマにした「基調講演」並びに「パネルディスカッション」を実

施して、地域における防災・危機管理教育研究拠点としての役割を果たすべく努めて参っており

ます。 

 

平成２０年度～２３年度までに開催して参りました危機管理シンポジウムのテーマは以下の通

りです。 

 

第１回（平成２０年度）：「災害と医療」 

第２回（平成２１年度）：「災害と市民生活」 

第３回（平成２２年度）：「災害と地域防災」 

第４回（平成２３年度）：「大規模災害時の地域コミュニティ継続に向けて」 

 

第５回（平成２４年度）の危機管理シンポジウムのテーマは、平成２４年８月２９日に内閣府・

中央防災会議から公表された南海トラフ巨大地震による被害想定を受けて、「大規模災害に対する

備えの現状と課題」と致しました。講師には、中央防災会議の「南海トラフ巨大地震モデル検討

会」委員で、（独）海洋研究開発機構地震・津波防災研究プロジェクトリーダー、香川大学危機管

理研究センター客員教授の金田義行氏をお招きして、「南海トラフ巨大地震研究の最前線」を演題

に基調講演を頂きました。その後、パネルディスカッションでは、「災害を正しく知って正しく備

える」をテーマに、地域の行政、コミュニティ、自主防災の関係者の皆様から、「南海トラフ巨大

地震に対する備えの現状と課題」についてご発言いただき、地域連携の在り方について意見交換

をさせて頂きました。パネリストの皆様には、それぞれの立場から貴重なご意見を賜りました。

危機管理研究センターの今後の活動に活かして参りたいと考えております。 

 

本日のシンポジウムには、２４３名の皆様にご参加頂きました。このシンポジウムを含めて平

成２４年度の活動を振り返りますと、多くの方々にご協力賜りました。地域の皆様方の防災・減

災意識の高さを感じるとともに、地域防災力向上に危機管理研究センターが果たすべき役割の重

要性を改めて認識致しました。今後も学長を始め教職員の皆様、国土交通省、香川県および県下

市町、自主防災組織や各種市民団体や民間企業の皆様のご協力のもと、地域防災力向上のための

防災教育研究活動に邁進したいと思っています。今後ともご支援ならびにご協力のほどよろしく

お願い申し上げます。 

 

                 平成２５年４月 

 

                          危機管理研究センター長   

白木 渡 
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1. 第Ⅰ部  地域報告会・活動報告 11:30～12:30 (資料別添) 

 「危機管理研究センター平成 24 年度事業報告」 

 「地域継続マネジメント(DCM)推進室」成果報告他 11:30～11:45     

 

 

 

  

 

 

 

白木  渡 (工学部教授 危機管理研究センター長) 

  



香川大学危機管理研究センター

「平成24年度の取組み」

香川大学危機管理センター長

白木 渡

香川大学危機管理シンポジウム（第５回）
１．危機管理研究センター概要

平成20年4月、地域社会の安全・安心に寄与することを目的として設立。
地震、津波、高潮、河川氾濫等の自然災害、およびテロ、事故や犯罪等
の人為災害から人々の生命や財産を守り、危機管理に関する学術的・
技術的研究開発ならびに人材育成。

２．危機管理研究センター組織

・防災・危機管理の
地域貢献拠点形成
（文部科学省特別

研
究事業H24-H27）

・香川地域継続
検討協議会運営

地域継続管理
(DCM)支援室

H24年8月新設

３．香川大学危機管理研究ｾﾝﾀｰ（スタッフ）
センター長 白木 渡 （工学部教授）

研究員 寺尾 徹 （教育学部准教授）
野田 茂 （工学部教授）
長谷川 修一（工学部教授）
松島 学 （工学部教授）
吉田 秀典 （工学部教授）
末永 慶寛 （工学部教授）
井面 仁志 （工学部教授）
今井 滋郎 （工学部教授）
石塚 正秀 （工学部准教授）
野々村 敦子（工学部准教授）
山中 稔 （工学部准教授）
平尾 智広 （医学部教授）
黒田 泰弘 （医学部教授）
鈴江 毅 （医学部准教授）
横井 英人 （医学部附属病院教授）
中村 丈洋 （医学部准教授）
清國 祐二 （生涯学習教育研究センター教授）

特命教員 磯打 千雅子 （特命准教授）
高橋 亨輔 （特命助教）

客員教授 金田 義行 （（独）海洋研究開発機構 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ）
客員研究員 林 宏年 （（株）五星）

４．平成24年度の主な取組み（1）
地域防災貢献事業
（１）地域防災リーダー養成講座の開講

香川大学の学生及び地域の人々を対象とした

「防災リーダー養成講座」の開講

・通年コース

全学共通科目として前期，後期の通年で開催

（学生：約195名，社会人5名：計約200名）

・短期コース

平成24年10月～平成25年2月の

第3土曜日：計5回 （約130名受講）

・防災士受験者数：約１７０名
66普通救命講習 災害図上訓練（ＤＩＧ）

• 防災士：21年度30人、22年度64人、23年度115人 合格

• 大学生：防災リテラシー養成講座（災害を知る）

防災コンピテンシー養成講座（災害に備える）

• 社会人：公開講座地域防災リーダー養成講座（短期コース）

22年度（40名受講）、23年度（83名受講）

24年度（136名受講中）

４．平成24年度の主な取組み（2）
「防災士」養成講座



４．平成24年度の主な取組み（3）

地域防災貢献事業

（２）建設業BCP勉強会の開催

・第３期香川県建設業BCP勉強会

平成24年 3回実施、県内企業 10社参加

（３）県内・県外自治体、コンサルタント協会、企業等の

ＢＣＰ策定支援

（４）学校防災アドバイザー派遣事業への協力

・香川県教育委員会、防災士会と連携

・約５０の香川県下の幼稚園・小学校・中学校・

高校等を訪問

４．平成23年度の主な取組み（４）
 地域防災貢献事業

（４）大学等産学官連携自律化
促進プログラム
「自殺予防対策事業メンタル
ヘルス研究プロジェクト」

（リーダー：
医学部 鈴江 毅准教授）

◎メンタルヘルスアップ事業
・コーディネーター養成講座
・専門家のフォローアップ研修
・サポーター養成講座

４．平成24年度の主な取組み（5）
地域防災教育研究拠点形成事業
（１） 「四国防災センター連携協議会」への参画（継続）

四国４県の大学等の防災研究センターが連携して地域防
災に関する教育研究に貢献することを目的とした「四国防災
センター連絡協議会」を設立。
防災教育、建設業ＢＣＰ策定支援、防災対策等の地域

貢献事業を連携して実施しています。

（２）「建設業ＢＣＰ懇談会」への参画（継続）
国土交通省四国地方整備局が中心となって、四国4県の行

政、大学、建設業協会、建設コンサルタント協会等が参加し
て、建設業BCP策定支援を行っています。

（３）香川大学BCP策定事業（継続）
香川大学のBCP策定を行なうために専門部会を立上げ、

香川大学のBCP策定を行なっています。
今年度は「工学部ＢＣＰの策定」を実施している。

４．平成24年度の主な取組み（6）
地域防災教育研究拠点形成事業
（４）四国地域大災害に対する危機管理教育研究の推進と

地域防災拠点の形成（Ｈ24-27文部科学省特別研究事業）

・地域継続管理（ＤＣＭ）支援室の設置・運営

・香川地域継続検討協議会の設置・運営

（５）四国防災・危機管理の専門家養成事業

（H24-28文部科学省大学間連携事業：香川大学・徳島大

学・香川県・徳島県連携事業）

・「四国防災共同教育センター」の設置・運営

・学校防災・危機管理マネジャーの養成

・行政・企業防災・危機管理マネジャーの養成

・救急救命・災害医療・公衆衛生コーディネーター養成

香川大学DCM支援室の運用イメージ

平常時平常時 香川地域継続検討協議会 災害時災害時

四国地域大災害に対する危機管理教育研究の推進と地域
防災拠点の形成｛地域防災貢献機能の充実｝

香川大学

香川県下
建設業等協会

ライフライン事業者

香川DCP
検討協議会

香川県下
行政機関

地域コミュニティ
（自治会等）

人員，重機，
資材の調整

保有施設設備の情報・運
用・被災情報の提供

調整担当者

地域防災教育研究
の拠点・地域ニー
ズの把握

被災情報
地域ニーズ

被災情報
地域ニーズ

四国地方整備局
等国の機関

地域情報、災害情報の提供・蓄積、
協議会情報の広報

・地域インフラに関する事業主体が実施する
事業計画の策定指導と進捗状況の共有

・自治体，個別組織のBCP内容の共有，運用
にあたっての連携・調整

・地域情報の蓄積
・防災教育・訓練の実施
・防災士，危機管理コーディネータの養成
・救急医療・メンタルヘルスコーディネーター
の養成

・被害把握，情報の一元管理
・復旧優先順位の検討
・復旧・復興の対応指示
・各機関調整
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香川地域継続検討協議会への参加組織

企業
香川県経済同友会
高松商工会議所

行政
四国地方整備局
高松地方気象台
四国厚生支局
四国総合通信局
中国四国産業保安監督部・四国支部
四国運輸局
香川県防災局、土木部
高松市危機管理課、上下水道局
坂出市危機管理室

ライフライン
事業者

四国電力、四国ガス、西日本電信電話(株)
四国事業本部、(株)NTTドコモ四国支社
ＮＥＸＣＯ西日本

大学 香川大学
事務局 香川大学危機管理研究センター



・平成２４年度：香川地域継続計画（DCP）策定

・平成２５年度：香川地域継続計画（DCP）アク
ションプラン，四国地域継続計画骨子の策定

・平成２６年度：四国地域継続計画（DCP）策定

月１回の勉強会、
３か月に１回の定期会議を開催

香川地域継続検討協議会の取り組み
１．事業概要 ＜平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」選定取組の概要＞

取組名称：四国防災・危機管理特別プログラム共同開設による専門家の養成
取組大学：香川大学（代表校）徳島大学

本事業は、東日本大震災を踏まえて、大規模広域災害やグローバル化する危機に対して適
切に対応できる専門家を養成する取組です。東南海・南海地震が想定される中、香川大学と
徳島大学は、「防災士養成講座」や「建設業BCP策定支援」等の連携実績、成果を活用して、
香川県と徳島県の協力の下に新たな特別教育プログラムを開設し、社会が必要とする実践力
を備えた防災・危機管理の専門家を養成します。

災害時、特に必要とされる次の３タイプの専門家を
養成します。
○学校防災・危機管理ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
地域ｺﾐｭﾆﾃｨと連携して、学校・地域の防災教育、
学校の事業継続計画（ＢＣＰ）策定、児童・生徒
の安全・安心を守れる指導者

○行政・企業防災・危機管理ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
地域社会を構成する自治体・企業・地域組織の
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、組織及び地域のBCP策定、住民の
安全・安心を守れる防災・危機管理ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

○救急救命・災害医療・公衆衛生対応ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
被災住民の視点に立って、災害時医療、医療機関
のBCP策定、公衆衛生対策、ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｻﾎﾟｰﾄ体制を
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄできる人材

２．開講科目・単位（案）と連携体制

15

各大学実施科目 分担実施科目 選択科目

香川
大学

＜救急救命・災害医療・公衆衛生
対応ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ養成科目群＞

・災害医療ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ （2単位）

・健康危機管理 （2単位）

・救急救命・災害医療
実務演習 （1単位）

（計5単位）

＜共同実施基礎科目＞

・ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ （2単位）
・危機管理学 （2単位）
・災害と健康危機管理・

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱ （2単位）
・防災・危機管理実習

（1単位）

（計7単位）

＜行政・企業防災・危機管
理ﾏﾈｰｼﾞｬｰ養成科目群＞

・行政・企業のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
（2単位）

・事業継続計画（BCP）
の策定と実践 （2単位）

・行政・企業防災・危機管理
実務演習 （1単位）

（計5単位）

・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
（外部機関）

（2単位）

徳島
大学

＜学校防災・危機管理ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
養成科目群＞

・教育機関のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（2単位）

・教育継続計画（ECP）
の策定と実践 （2単位）

・学校防災・危機管理実務演習
（1単位）

（計5単位）

３．防災コンピテンシー教育研究システム・訓練システムの開発

仮想救急救命医療施設（VR-Hospital）・防災コンピテンシー開発支援施設

3次元VRシステム

・防災コンピテンシーとは、突発的な事故や災
害に対して適切な判断、意志決定、行動でき
る能力をいう。

・開発目的は、防災コンピテンシーを有し、想定
外の事態に遭遇しても自分自身の身を守り、
周辺の人々の避難誘導、救出活動ができる
人材養成に活用するため。

・活用対象は、学校、地域コミュニティ、企業・
行
政、病院・福祉施設等の防災・危機管理に従
事する社会人及び勤務を目指す学生である。

・平成25年2月に完成
予定

・日本初の画期的な
防災・危機管理能
力開発・教育システ

ム

四国防災共同教育センター
（香川大学(代表校)に設置）

愛媛大学、高知大学、
鳴門教育大学（協力大学）

・外部評価委員会への委員派遣
・防災・危機管理教育関連情報

の共有

香川県

（連携組織）
・非常勤講師の派遣
・職員を科目履修生
として派遣

・防災・危機管理
教育関連情報の
共有

４．全体像 <四国防災・危機管理特別ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ共同開設による専門家の養成>

社会・地域ニーズ、大学の特色を活かした危機管理教育の実施・人材養成

徳島大学
（連携校）

・学校防災・危機管理
ﾏﾈｰジャー養成

・行政・企業防災・危機管理
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ養成 等
教育プログラムの

実施

香川大学
（代表校）

・行政・企業防災・危機管理
ﾏﾈｰジャー養成

・救急救命・災害医療・公衆
衛生対応ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成
等 教育プログラムの実施

＜ｾﾝﾀｰ業務として実施＞
・危機管理の学問体系構築
・危機管理教育教員連携ﾙｰﾙ・時間割
作成、成績管理等
＜連携大学・組織が担当＞
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ①：徳島大、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ③：香川
大担当、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ②：香川大、徳島大、
香川県、徳島 県が共同担当

・遠隔講義，集中講義，e-learning等により，
連携大学間で講義を共有、多様 な教育を
実施

・集中講義によるﾌｨｰﾙﾄﾞ 演習・実習の実施
で実践力を担保

徳島県

（連携組織）
・非常勤講師の派遣
・職員を科目履修生
等として派遣

・防災・危機管理教育
関連情報の共有

<専修教育科目群(大学院)>

①：学校防災・危機管理ﾏﾈｼﾞｬｰ養成
②：行政・企業防災・危機管理

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ養成
③：救急救命・災害医療・公衆衛生

対応ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ養成

四国防災・危機管理専攻(MCA専攻)（仮称）設置を検討（将来構想）

救
急
救
命
・災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

教育・福祉系 社会・理工系 医療・看護系

社会人（企業社員、自治体職員、地域防災ﾘｰﾀﾞｰ等）

香川大学

e-knowledge 四国

コンソーシアム

四国防災・危機管理教育研究
コンソーシアム（仮称）の設置

自主防災
リーダー

行政職員
企業職員

医療関連
従事者

鳴門教育
大学

５．四国防災・危機管理特別プログラム（大学院）の将来構想

愛媛大学

高知大学

徳島大学

学
校
防
災
・危
機
管
理

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

行
政
・企
業
防
災
・危
機

管
理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

四国防災・危機管理特別コース共同開設

専修教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（大学院）

四国国立５大学の卒業生 等



香川大学

高知大学

愛媛大学 徳島大学

鳴門教育
大学

四国防災・危機管理教育研究
コンソーシアム（仮称）

救急救命・災害医療
コーディネータ養成、
BCP、DCP

地域自主防災
リーダー養成

学生防災ボ
ランティア

養成

防災教育専門
教員養成

企業の防災・危機管理
専門職員養成

地方行政機関の
防災・危機管理
専門職員養成

四
国
各
県
の
行
政
機
関
・
民
間
企
業
・
学
校
・
医
療
機
関

外
部
評
価
委
員
会

四国国立
５大学連携

四国防災・危機管理教育
共同実施センター（仮称）

６．四国防災・危機管理教育研究ｺﾝｿｰｼｱﾑ（仮称）の位置づけ



     H25.2.20 第 5 回危機管理シンポジウム -大規模災害に対する備えの現状と課題- 

 防災士養成講座(社会人向け)及び防災士養成特別教育プログラムの紹介 

     11:45～12:00 

 

 

 

 

 

 

 

長谷川 修一(工学部教授 危機管理研究センター研究員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



防災士養成講座（社会人向け）及び
防災士特別教育プログラムの紹介

香川大学危機管理研究センター 長谷川修一

第5回香川大学危機管理シンポジウム，2013.2.20

1

防災・危機管理教育の背景
日本人は世界的な災害列島に暮らしている

2
内閣府「平成22年度版防災白書」に加筆
http://www.bousai.go.jp/hakusho/h22/bousai2010/html/zu/zu001.htm

過去20年の災
害損失32兆円、

日本が世界２位
（2012年国連）

過去20年の災害
死者数約3万人
（2012年国連）

3

防災施設（堤防・防潮堤・ダム等）の整備によって
被害は少なくなっているが、巨大災害は今も脅威

南海トラフ巨大地震の脅威

4http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/nankai_trough/15/kisya_5.pdf

• 今後さらに巨大な災害が待ち受けている

• 生き残って、日本を再建するのは若い世代

⇒防災の知識と技術を備えた人材の養成が喫緊の課題

5

防災士養成講座の背景

6

地域防災に対する大学の役割

（１）行政・住民への支援

 防災の施策への提言・助言

 ソフト対策の支援：ハザードマップの整備・IT技術

 防災教育･防災訓練の支援

 町づくり・都市計画への提言・助言（学会・学術会議）

（２）教育・研究

 災害調査⇒減災対策へ活用

 災害記録の収集・保存⇒アーカイブ

 技術開発：シミュレーション技術など

 人材の育成：自助・共助（ボランティア要員⇒リー
ダー）



7

香川大学の中期目標

（１）香川大学中期目標

・学生･職員等の安全確保

（２）香川大学中期計画

・学生･教職員の安全衛生教育を計画的に実施

・災害、大規模事故等の危機に備え、危機管理体制を
整えるとともに、学外との連携を強め、地域貢献にも
努める

（３）経済財政改革の基本方針2007
・防災・減災対策の着実な推進、大規模地震、大規模
水害・土砂災害、津波・高潮、豪雪等への対策として、
ハザードマップの普及促進等を推進

8

目標：防災コンピテンシーの育成

（１）防災コンピテンシー

災害発生時に臨機応変に適切な判断・行動を
素早くとれる能力

（２）目標

防災コンピテンシー育成のための教育プログラ
ムの開発・実践

（３）方法論

ソフトコンピューティングを活用したシミュレー
ション

⇒防災・危機管理の素養を持った人材の養成

防災リテラシー養成講座
（災害を知る）

防災コンピテンシー養成講座
（災害に備える）

普通救命講習
（高松消防局）

防災士資格試験

防災士（NPO法人日本防災士機構）の資格取得

＜消防機関＞

修了証
合格

香川大学では防災士の受験資格を取得
できる講義を平成21年度から開始

9

・在校生：前期・後期合わせた通年コース（H21～）

防災リテラシー養成講座（災害を知る）

防災コンピテンシー養成講座（災害に備える）

・社会人：10月から2月で5日のコース（H22～）

防災士養成講座（短期コース）

防災士とは
１．防災士とは、
①NPO法人日本防災士機構が認定する民間の資格。

②社会の様々な場で減災と社会の防災力向上のために十
分な意識・知識・技能を有する人を、日本防災士機構が防
災士認証規準に基いて防災士と認定している。

２．防災士になるための手順
①日本防災士機構が認定した研修機関による防災士養成研

修を受けて「履修証明」を取得する。
⇒香川大学は平成21年度から防災士の研修機関として
認証を受けている。

②日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」に合
格する。

③各自治体、地域消防署、日本赤十字社等の公的機関が主
催した「救急救命講習」を受け、その修了証を取得する。

④上記3項目の条件を備えた上で「防災士認証登録」を行う。10

防災士認証者数

（日本防災士機構HPより）
（日本防災士機構HPより） 11

防災士試験合格者数

12

年度 学生
受講者

学生
合格者

社会人
合格者

合格者
計

平成21年度 51 15 15 30

平成22年度 141 19 45 64

平成23年度 199 37 78 115

計 291 71 138 209

• 防災士の資格をめざす学生は受講者の2～3割

• 社会人（公開講座）は受講者のほぼ全員が資格取得

• 平成25年度は学生39名、社会人125名が受験



平成24年度「防災士」養成カリキュラム

序論：防災士の役割ほか

１．いのちを自分で守る：12時間（8講座）

２．地域で活動する：11時間（7講座）

３．災害発生のしくみを学ぶ：9時間（6講座）

４．災害に係わる情報を知る：8時間（5講座）

５．新たな減災や危機管理の手法を身につける
8時間（5講座）

６．いのちを守る （救急）：3時間（2講座）課外

13

回 月日 講義内容 講師 所属 備考
1 4/12 ガイダンス（防災士を目指そう）

防災士の役割
白木渡
長谷川修一

工学部・危機管理研究センター

2 4/19 近年の自然災害に学ぶ
―災害現場からの教訓―

乃田俊信 香川県防災局

3 4/26 地震・津波のしくみと被害 長谷川修一 工学部・危機管理研究センター

4 5/10 訓練と防災研修
意思決定訓練(クロスロード)

長谷川修一・野々村
敦子・磯打千雅子

工学部・危機管理研究センター

5 5/17 先人の教えに学ぶローテク防災術 松尾裕治 (財)日本建設情報総合センター
四国地方ｾﾝﾀｰ

6 5/24 火山噴火のしくみと被害 山中稔 工学部・危機管理研究センター

7 5/31 風水害と対策 寺尾 徹 教育学部・危機管理研究センター

8 6/7 土砂災害と対策 長谷川修一 工学部・危機管理研究センター

9 6/14 防災気象情報の知識と活用
―公的機関による予警報―

水害対策気象官 高松地方気象台

10 6/21 ライフラインと災害 岩原 廣彦 ㈱四国総合研究所
11 6/28 火災と防火対策 予防課課員 高松市消防局
12 7/5 ゲリラ豪雨等災害と避難のシミュレーショ

ン
井面仁志 工学部・危機管理研究センター

13 7/12 災害・防災情報の入手と活用 三好謙一 香川県防災局危機管理課

14 7/19 災害情報と災害報道 木原光治 四国新聞社編集局
15 7/26 都市防災

修了式
白木渡
長谷川修一

工学部・危機管理研究センター

課外実習 香川県防災センター・高松市市民防災セ
ンター見学（希望者）

防災センター職員 香川県防災センター
高松市市民防災センター

14

平成24年度防災リテラシー養成講座（災害を知る）

回 月日 講義内容 講師 所属 備考
1 10/4 ガイダンス

災害と危機管理
白木 渡 工学部・危機管理研究センター

2 10/11 被害想定とハザードマップ 長谷川修一 工学部・危機管理研究センター

3 10/18 訓練と防災研修
－災害イメージ訓練－

長谷川修一
野々村敦子

工学部・危機管理研究センター

4 10/25 災害と交通インフラ―国の南海トラフ巨大
地震対策―

宮本正司 国土交通省四国地方整備局企画部

5 11/1 行政の災害対応と支援制度 福田健之 高松市総務部危機管理課

6 11/15 身近でできる防災対策 久保雅和 香川県防災士会
7 11/22 耐震診断と耐震補強 松島 学 工学部・危機管理研究センター

8 11/29 災害医療 黒田泰弘 医学部附属病院・救命救急ｾﾝﾀｰ

9 12/6 緊急救助技術を身につける 久保雅和
高橋真里

香川県防災士会

10 12/13 地域の防災活動 岩崎正朔 かがわ自主ぼう連絡協議会

11 12/20 惨事ストレスと心のケア 浅海明子 回生病院健康管理室
12 1/12 災害ボランティア活動と避難所の運営 稲井光男 香川県社会福祉協議会

13 1/17 災害と損害保険 鶴巻健雄 日本損害保険協会四国支部

14 1/24 地域の再建と復興 長谷川修一 工学部・危機管理研究センター

15 1/31 事業継続計画と地域継続計画
修了式

白木 渡 工学部・危機管理研究センター

2/16
（土）

防災士認定試験（希望者）
【工学部3301教室を予定】

日本防災士機構 日本防災士機構

課外実習 (1/18, 午
後)

普通救命講習
（防災士資格に取得に必須）

消防防災課課員 高松市消防局

15

平成24年度防災コンピテンシー養成講座（災害に備える） 多彩な講師陣

16

現行の防災士資格教育の課題
• 受講者は増えたが、学生の資格所得者は受講者の2～

3割
• 講師の熱意とのギャップあり
• 座学中心で実践力が身についていない
• 防災士の資格を取得した後の継続教育がない
• 学生防災士を組織化できていない

これらの課題を解決するには

防災リテラシー養成講座及び防災コンピテンシー養成
講座を受講し、防災士の資格を取得した学生を対象に、
2年次以降に香川大学防災士クラブ（仮称）に登録し、防
災ボランティア活動を実践しながら、防災の実践力が身
につく特別教育プログラムを提供する。
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防災士養成特別教育プログラムのねらい
• 目的

防災士の資格を持ち、職場や地域で率先して防災
活動を行うことができる知識と技能をもつ人材を養成
する。

• 特色
単に資格も持っているだけでなく、実践力のある防災
士を養成する。

• 地域貢献
学生防災士クラブを結成し、災害ボランティア活動に
参加する。また、香川大学機能別消防団の中核メン
バーとして地域防災活動に参加する。

• 将来の活躍分野
企業、行政機関、学校、地域における防災活動のコア
メンバー、リーダーの候補。
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（注：医学部の学生は２年次の防災ボランティア講座と防災ボランティア実習は免除される）

防災リテラシー養成講座
（災害を知る）（２単位：必修）

防災コンピテンシー養成講座
（災害に備える）（２単位：必修）

防災ボランティア講座
（２単位：必修）

防災ボランティア実習
（２単位：必修）

応急手当普及員講習
（消防機関の講習会）
（医学部の学生は免除）

防災士養成プログラム修了認定証の授与防災士養成プログラム修了認定証の授与

＜消防機関＞

修了証合格

防災士養成プログラム修了認定証授与までの流れ

応急手当普及員

防災ボランティアの実践：

香川大学学生防災士クラブを結成し、

防災に関連する専門科目を積極的に履修する

（教育）・（法）・（経済）・（医）・（工）・（農）

普通救命講習
（消防機関の出前講義）

卒業時

防災士養成プログラム単位修得証明書・履修証明書の発行防災士養成プログラム単位修得証明書・履修証明書の発行

就職活動前

防災士資格取得試
験

特別教育プログラムガイダンスに参加・「履修の手引き」を入手入学後

※修了認定要件：８又は４単位修得及び防災ボランティア活動への参加

地域の防災活動・災害ボランティア活動等を行う

防災士（NPO法人日本防災士機構）の資格取

得

防災士養成プログラム参加登
録

２年次の授業科目（案）

１．区分：高学年向け教養科目

２．到達目標：防災士の資格を取得した学生が、防災ボラ
ンティアとして活躍できる基本技能を身につける。

３．講義科目

• 防災ボランティア講座：2単位必修

• 防災ボランティア実習：2単位必修

４．開始時期：平成26年4月～
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防災ボランティア講座（素案）

ガイダンス 防災ボランティア講座のねらい

防災士としての活動について
災害ボランティアの基本

地域での自主防災活動の心得
災害対応の基本
災害時の情報収集・伝達と避難情報
消防団・水防団の業務と安全確保
災害時の医療活動
災害ボランティアの安全衛生
災害ボランティアのメンタルヘルス
災害ボランティアセンターと避難所の運営
災害ボランティア活動事例

小学生のぼうさい探検隊活動
防災まち歩きと防災マップの作成

まとめ・修了式 21

防災ボランティア実習（素案：2月中旬集中）

ガイダンス 災害ボランティア実習のねらい

避難シミュレーション訓練（地震・火災・津波）
災害図上訓練（避難方法の検討）
エマルゴ訓練体験（情報伝達訓練）
エマルゴ訓練体験（トリアージ）
地震体験・煙体験・初期消火体験
災害時の非常食クッキング
ロープワーク
簡易救出活動
水防工法（土嚢ほか）
避難所運営ゲーム（HUG）
避難所設営ゲーム（HUG）
災害救援ボランティア演習

災害救援ボランティア演習
まとめ・修了式
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防災ボランティアの実践
１．防災ボランティアの実践

本プログラム登録者は、香川大学学生防災士クラブ（結成予定）に登
録し、地域の防災活動・災害ボランティア活動等を積極的に行う。ま
た、高松市消防局の機能別消防団に所属し、香川大学の地域防災
活動を推進する。防災ボランティア活動は単位認定の対象にならな
いが、顕著な功績のあった学生に学長表彰を授与する。

２．防災ボランティア活動の事例

• 高松市総合防災訓練

• 高松市震災対策訓練

• 防災マップ作成支援

• 災害ボランティア活動

• 避難所運営ゲーム支援等

３．評価方法

ボランティア活動の実践記録と報告会の内容によって活動を評価し、
他の学生の見本となる学生を学長表彰に推薦する。 23

香川大学の防災教育の課題

• 社会人向けのスキルアップ講座
⇒香川県防災会と連携
⇒大学院連携による防災危機管理教育

• 防災士を取得した学生の活用
⇒学生防災士クラブ（香川大学支部）
⇒機能別消防団の立ち上げ

• 教職員への啓発
⇒香川大学BCPの推進

• 担当教員の負担増
⇒専任コーディネーターの雇用
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